
三角形OABにおいて, 辺 ABを 2 : 1に内分する点を P, 線分OPを k : (1 − k)に
内分する点をQとし, 直線 AQと直線OBの交点を R とする。

#    »

OA =
#»

a ,
#   »

OB =
#»

b と
して, 次の問いに答えよ。ただし, 実数 kは 0 < k < 1の範囲を動くものとする。

(1)
#    »

OQを k,
#»

a ,
#»

b で表わせ。

(2)
#    »

ORを k,
#»

b で表わせ。

(3) 直線 PRが直線AOに平行になるとき, kの値を求めよ。

〔新潟大〕

1 数樂 http://www.mathtext.info/


